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概要 ＥＡ (600 字～800 字程度にまとめてください。) 
光の偏光状態を制御することは、基礎ならびに応用的な観点から重要な研究テーマである。このような研究は、光

の偏光制御技術が確立されている可視域において主に行われてきた。しかしながら、電磁波(光)の最後のフロンティ
アと呼ばれるテラヘルツ帯においては、その重要性は認識されているものの、現在まで簡便なテラヘルツ偏光制御技
術は確立されていない。テラヘルツ電磁波は、紙・プラスチックへの良好な透過特性を示す。これを利用し、封筒中や
鞄の中の危険物探知の為のイメージング技術の開発が盛んに行われている。さらに、テラヘルツ帯には、物質を特徴
づける素励起[例えば、強誘電体中のソフトモードや磁性体中のマグノン(スピン波)]が存在しており、その動的挙動
を明らかにする上でテラヘルツ電磁波を利用した分光が行われるようになってきた。このような基礎・応用研究を行う
上で、テラヘルツ放射素子はその計測システムの根幹をなす重要なパーツである。システムの高感度化・汎用化を行
う上で、高効率なテラヘルツ発生素子の探索は最重要課題の一つである。さらに、テラヘルツ偏光制御技術の究極と
もいうべき円偏光テラヘルツ電磁波の生成方法を確立することは、自然科学や工学のあらゆる分野に普及する重要
なテーマである。  

本研究では、商業用基板として安価にて販売されている圧電酸化物結晶を利用し、フェムト秒レーザー照射による
テラヘルツ電磁波の発生ならびにテラヘルツ電磁波の偏光制御を目的とした。具体的に対象とした物質は、これまで
先行研究がないユーリタイト構造をもつ圧電酸化物である。研究の結果、フェムト秒レーザー照射によって、Bi4Ge3O12
結晶から高効率な単一波長 (2.01THz)のテラヘルツ電磁波が発生することが初めて明らかとなった。さらに、2 対の
フェムト秒レーザーパルスの偏光ならびに相対位相を制御し、放射するテラヘルツ電磁波の偏光制御を行う事で、
2.01THz において円偏光テラヘルツ電磁波の創成に成功した。 
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欧文概要 ＥＺ 

Recent development of terahertz science and technology has gained a great potential of a variety of 
applications such as imaging, sensing, and spectroscopy. In this context, a further challenging issue 
is a control of the polarization state of terahertz radiation. Such an investigation improves the 
performance of terahertz applications and opens a new opportunity to reveal the nature of light-matter 
interaction in condensed matter. Here, we report on the observation of terahertz radiation induced by 
optical rectification in a non-centrosymmetric transparent insulating oxide, eulytite Bi4Ge3O12, at 
room-temperature. The radiated terahertz pulse contains the temporally oscillation component with a 
frequency of 2.01 THz. The origin of this oscillation is ascribed to the enhancement of the effective 
coherence length (over 2 mm) by satisfying the phase-matching condition at 2.01 THz. By using a pair 
of femtosecond laser pulses with appropriate delay time, polarization, and laser power, we completely 
control the trajectory of the radiated terahertz wave. As a result, circularly polarized monochromatic 
terahertz radiation with an ellipticity  of 1 is achieved at the monochromatic frequency of 2.01 
THz. 

 


